学びの意味を追求する小学校歴史学習 ： 課題化的比較史の手法を手がかりに by 高田, 聡
社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第14号　2002 (pp.71-78)
学 び の 意 味 を 追 究 す る 小 学 校 歴 史 学 習
一 課題化的比較史の手法を手がかりに －
A Study on History Education in Elementary School :
Searching for Meaning of Studying Based on the Method of Problem Comparative History
Ｉ　 研究のねらい
現在，児童虐待，青少年のモラルの低下，学級
崩壊，外国籍の子どもの増加等様々な課題が学校
や子どもを取り巻いている。そして，その課題の
中の一つ に児童，生徒の 匚勉強離 れ」がある。東
京都の都立市 ヶ谷商業高校の千葉勝吾氏 による調
査では，「家で全く勉強しない」 と答えた高校生
は33.7% とほぼ三人 に一人 の割合 に達 したとい
う。1）また, NHK の生活 時間調 査によ れば，
1995 年 の小， 中， 高校生 の学校外の学習 時間 は
1980 年よりも減少しているという。2）
では，なぜ 匚勉強離れ」の現状が生じたのであ
ろうか。様々な要因が考えられるが，深谷昌志氏
は，日本社会の豊かな社会状況との関連を指摘し
ている。3）つ まり， かつてのように頑張って勉強
し，いい大学，会社に行かなくてもそれなりに暮
らしていけるというのである。それに関わって柴
野昌山氏 は，教育社会学的な分析から子ど もの
厂目標の喪失」 という現状を指摘している。つま
り，かっての子どもや青少年を励まして目標達成
へと動機づけた 匚志は高く」といった人生の指針
は今の子ど もや青少年には色あせ，みんなと同じ
ように楽しくやりましょうといった平均化された
パ タ ーンが支配 的 にな ってい る とい うので あ
る。Ｏ尾木直樹氏 は， この 匚目標の喪失」 と 厂他
者志向」，「同調志向」に関わって，勉強する目標
を失った子どもがストレスを発散させ，荒れるク
ラスやいじめが蔓延する例が少なくないと指摘し
ている。その上で，大人は子どもたちが発してき
た「なぜ，学ばなければならないのか」 という問
いに真摯 に答えていくべきだと主張している。5）
つ まり，匚勉強離れ」 の現状を考察した結果， こ
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れまでの教育が子どもに 匚学ぶ意味」を実感させ
るものであったのかということが問われているの
である。
小学校の歴史学習においてはどうであろうか。
平成元年版の学習指導要領の下では， これまでの
「‾知識の量的習得」 に偏りすぎた教育から，匚思考
力・判断力・表現力等の育成とそのもととなる関
心・意欲・態度の育成」 に重点を置いた新しい学
力観に立 った教育が行われた。つまり，北俊夫氏
がいう，匚一匹の魚」ではなく 厂魚のとり方」をと
いう 匚学ぶ力」や 厂調べる力」を主眼とする社会
科学習である。6）具体的には，大仏の模型を作った
り， 水墨画を描いたりという体験的な活動を重視
し，子どもの関心を高め，調べる意欲をもたせる
ような歴史学習である。 その結果，子どもにとっ
て楽しく面白い歴史学習になったかもしれないが，
「’なぜ，歴史を学ぶのか」という問いに果たして答
える歴史学習であったのであろうか。また，子ど
もの生活と歴史とのつながりという視点は十分だっ
たのだろうか。それが不十分であったことは，平
成ｎ 年版の新学習指導要領に，新たに歴史学習全
体を通して，歴史を学ぶ意味を考える視点や自分た
ちの生活の歴史的背景への関心と理解という視点が
組み込まれたことから窺い知ることができよう。7）
そこで，本研究では， この「‾学ぶ意味」 という
視点に着目し，それを小学校歴史学習の側面から
追究する。つまり，まず，子どもと歴史をつなぎ，
学ぶ意味を実感できるような歴史学習を創造する
ための歴史学習の理論を構築する。そして，その
理論にもとづいたカリキュラム開発，授業構成を
行い，授業モデルの実践を通して理論を検証する
ことが本研究のねらいとなるｏ
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Ｈ　 歴史学習の理論としての「課題化的比較史」
１．子どもの問題意識を課題とする歴史学習の
視点
子どもと歴史をつなぐためには，どのような歴
史学習を行えばよいのだろうか。「‾学びがいのあ
る歴史学習を」という原田智仁氏 の主張が興味深
い。それは，現在の子どもが抱えている問題や悩
みを歴史的な問題として措定し， それと通底する
主題を歴史 の中から選択するＯそして，実践を通
して自己との対話を行い，自分の見方，考え方や
あり方，生 き方に反省を迫るという歴史学習であ
る。8）つ まり，原田氏 は， 内容的側面として現在
の子どもの生活 における問題意識を追究する課題
として位置付ける。さらに，方法的側面として歴
史を通して自己と対話することにより，子どもに
学びがいを実感させるというものである。この主
張は，子どもに学ぶ意味を実感させる歴史学習に
つながる視点といえ る。では，このような課題を
歴史的 に追究し，それを通して子どもと歴史をつ
なぎ得 る方法はあるのであろうか。本研究では，
匚課題化的比較史」 に着目した。
２．歴史学研究における「課題化的比較史」
「課題化的比較史」とは，小谷汪之氏が上原専
禄氏の 匚課題化的認識の方法」 とＧ・パラグラフ
氏（以下，パラグラフ氏）の 匚比較史の方法」を
結合して提示したものである。それは，次のよう
な方法である。まず，パラグラフ氏がいう 匚飢え」
や 匚貧困」，匚強者による弱者の抑圧」等の人類を
悩ます問題や上原氏がいう「生存の問題」や 厂生
活の問題」，「‾自由と平等の問題」等 の生活経験の
中でとらえ た実際的問題を課題とする。次に，そ
の課題を比較史の方法を用い，世界史的視野に立
ち多様な社会との比較を通して追究する。そして，
その因果関係を明らかにするだけでなく，それが
生活やしくみとどう関係かおるのかという機能関
係やそれがだれにとってどんな意味があるのかと
いう意味関係も明らかにする。そして，その上で，
課題を解明するというものである。9）
しかし，小谷氏が提示した 匚課題化的比較史」
にはどのように比較するのかという具体的な方法
は示されていない。そこで，本研究では，Ｍ・ブ
ロ ック氏（以下，ブロック氏）の比較史の方法に
依拠した。具体的には，比較史の目的，仮説検証
の論理，比較が行われる条件，比較史の研究領域，
比較史の意義についてである。10）
３． 歴史 学習 の理論 と して の 「課 題化的 比較史 」
上 述 の 匚課題化 的比 較史」 を歴史 学習 に組 み込
み授 業構成 し てい くとど うな るのであ ろうか。
まず，課題 の意味から探って みよ う。パ ラグラフ
氏の 厂人類共通の課題」 や上原氏 の「生きていく上
で の課題」 は，歴史学 研究において も容易 に解明で
きない ほど質 の高い ものであ る。 それを歴史学習 に
取り上げ ると，原田氏が指摘 するよ うに「大人で も
解決できない問題を取 り上げ，安易 に解決 の方途を
探らせる欺 瞞性」，「安易な道 徳主義 に陥り，思考停
止となる」11）危険性を含む。つまり，課題の設定 の段
階では， 漠然 とした子ど もの問題意識から出発す る
ことが妥当 ではないかと考える。 そして， 問い の明
確化を図る比較史 の意義をふまえ， それを意識化さ
せ追 究する問いへと高 めるのである。
次 に， 課題 の追 究 につい て考え て みよう。 こ の
段 階で は， 比較 史 の方 法を 駆使 し多 様 な社会 と の
比較 を通して課題を追 究す るごとになる。 しかし，
現 行 のカ リキュ ラムで は多 様な社 会 との比較 とい
う点 で限 界が ある。 そ こで， 本 研究で は 匚課題 化
的比 較史 」 の特質を生 か す立 場 に立 ち， 新 たなカ
リキ ュラ ムを 構成す る こととす る。 また， この段
階では，仮説 の検証を 図る比較史 の意義 をふまえ，
子 ど もが設定 し た仮 説を検証 す る。
最後 に，課 題 の解 明 につ いて 考えて みよ う。 こ
の段階 で は， 因果関 係， 機能関 係，意 味関係 を明
らか にし，課 題を解 明す るこ とにな る。 歴史学 習
で は， 問題 の原 囚 や背 景 （因果 関 係）， そ れが 自
分 とど うつ なが り （機 能関 係）， ど のよ うな 意味
かお るのか （意味関 係） とい う社会 と自己を 起点
とし た総合的 な歴史 認識 の獲得 と とらえ直 せる の
で はな いか と考え た。 そして， 仮 に問 題 の原 因 や
背 景 が わか り， 自分と のつな がりや意 味 に気 付 く
こ とがで きれば，子 ど もに とって歴史 学習 が意 味
あるものになり，漠然 とした問題意識が自分にとっ
て の課 題へ と変容 する ので はな いか と考え る。
以 上 の考察 をふ まえ，小 学校 歴史学 習 の理論 と
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しての 匚課題化的比較史」を次のように定義する。
漠然とした子どもの問題意識を，比較史の
方法を用い，追究する問いへと高め，仮説検
証を行い，その因果関係，機能関係，意味関
係を把握し，さらには自己 の認識との比較を
通して課題化する手法。
また，この理論にもとづく指導過程を図Ｄ こ示す。
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ることが期待できる。第二に，多様な社会との比
較が行われるので，世界史的視野の育成が期待で
きる。第三 に，自らの問いを歴史を通して追究す
るので，歴史を見つめる必要性としての歴史的視
野と，比較を通して社会や自分を見つめるので，
自己を相対化する視野の育成が期待できる。第四
に，比較史という方法を指導過程に組み込んでい
るので，自然 にその学び方を習得することが期待
できる。そして，子どもの問題意識を出発点とし，
比較を組み込むことにより，子どもと歴史がつな
がることが期待できる。さらに，問題意識の課題
化を通して子どもが歴史を学ぶ意味を実感するこ
とが期待できるのである。
Ⅲ　 課題化的比較史の理論にもとづく小学校歴史
授業構成
１．課題化的比較史の理論にもとづくカリキュ
ラム構成
現行の同心円拡大 のカリキュラムで は，多様な
社会との比較という点て実践が困難である。また，
現在の多文化的でグローバルな社会状況や子ども
を取り巻く様々な課題 に迫り得るのかという疑問
もある。そこで，Ｍ・アーノフの比較課題カリキュ
ラムとフランスのボルダス社の歴史カリキュラム
に着目し，その特性と「‾課題化的比較史」の理論
を組み合わせ，新たなカリキュラム構成を行う。
まず，比較課題カリキュラムのフレームワーク
を見ると，工学年から6学年まで全てに外国との比
較を組み込んでいる。これは，子ど もの環境から
他の環境へと拡大し，トピックについて広く深く
認識させる構成である。また，自国と他国の比較
を通して概念の一般化を促すとともに，自国の理
解と他国の文化の理解を促す構成をとる。そして，
トピックは，身近な 匚家族」 から出発し，人類に
とって意味ある課題である「自由，平和」 へと発
展させる構成をとっている。12）
一方，ボルダス社の歴史カリキュラムは，準備
級，初級，中級と時間認識の系統的育成をふまえ
た構成をとる。 また，「衣食住」 という人間生活
の基本的で普遍的なテーマから，匚余暇と社会生
活」，匚学ぶ，知らせる：教育と情報」等の自分の
生活に関 わるテーマへと発展させるＯ さらに，
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図１　課題化的比較史にもとづく指導過程
さらに，この理論にもとづいて実践すれば以下
の四点の意義が考えられる。
①子どもの問題意識の課題化
②世界史的視野の育成
③歴史的視野と自己を相対化する視野の育成
且 百 臨
・ 尚
つまり，この理論は第一に，子どもの漠然とし
た問題意識をこれからも考えていく課題へと高め
「戦争と平和」という社会的なテーマへと発展さ
せる構成をとる。そして，テーマと関連する社会
科学的概念を遡及的に追究し，最終的に「では，
これからは」と子どもが考える内容構成をとるご
以上の二つのカリキュラムの特性をふまえ，
「課題化的比較史」の理論を組み込んだ新たなカ
リキュラムの視点を以下に示す。
①子どもの生活や意識に即したテーマの設定
②テーマと関連する社会科学的概念の選定
③時間的・空間的比較を通して探求
④獲得した歴史認識や概念をもとに自己を相
対化
これらの視点を組み込 み，どのようにカリキュ
ラムを構成していくのかを示したのが図２である。
シ ー ク エ ン ス
１　　　　 ↓
｜　　
＊自分に関わるﾃｰ
ｊ　マから社会的なテ･
匹 」
ス コ ー プ
↓
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＊時間的・空間的比
較による自国から他
国へと発展的に構成
＊今を起点とした遡
及的，自己の相対化
を図る構成
一 一 』
図２　課題化的比較史の理論にもとづくカリキュラム構成
このカ リキ ュラ ム構成 は， まず， 子ど もを取 り
巻 く社会状 況や課 題 とつ なが るであ ろ うテ ーマを
子 ど もの問 題意識を ふ まえ 選定 す る。 こ れを ， 自
分自身 の課題 か ら社 会的 な課題 へ と発展的 に配列
する。 次に， 社会諸 科学 か らテー マと関連 する概
念 を選定 す る。 そ して， これを 時間 的・空 間的比
較 を通 して， 自国か ら他国 へ と発 展的 に， 今 を起
点 として 遡及的 に， 自己を 相対化 す るよう に内容
構成 す るのであ る。
－
本研究では，その具体的カリキュラムを下記の
ように作成したＯ
小学校歴史カリキュラム（試案）
主要な
テーマ
子どもの生活の問題意識に
もとづくテーマ
主要な社会科
学的概念
子
ど
も
①遊びとは
②学びとは
③子どもと は
余暇
教育
子ども
家
族
④仕事とは
⑤家族とは
労働
家族
国
家
⑥きまりとは
⑦自由と平等とは
⑧戦争と平和とは
⑨国とは
法
自由・平等
戦争・平和
国家
２。「学びとは」の授業構成
本研究では，上記のカリキュラムの第２テーマ
の 匚学 びとは」の授業構成を行 ったＯ
まず， テーマ設定は，子どもを取り巻く 厂勉強
離れ」 の現状をふまえ，子どもの「‾なぜ，勉強し
なければならないのか」という問題意識を想定し
て設定した。
（1）社会科学的概念としての「教育」
次に， テーマと関連する主要な社会科学的概念
として「教育」を選定し，社会科学的朧 点から以
下のように整理し，図３に構造化した。
教育
?
?
?
?
?
教育 「近代という社会的背景から生み
出された学校によってなされる全ての
子どもを対象とした効率的，規範的な
営み」
学び 「近代以前に存在した模倣を基本
とする生活に即した自主的自律的な教
育的営み」
中世 学び=三励↑りてでﾆ ﾌﾟ;:でで:yT　
民衆三経済的余丿
近世
「
子　　　　 〒U 激脅尸:L:1 匕
近代 教育　
☆
醪i嗷育三学校丿国緊?と=法
よ　
勹
冂 リ
図３　「学びとは」の社会科学的概念の構造
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（2）比較対象国の選定
比較対象国は，ブロック氏 の比較の条件に照ら
し合 わせ， イギリスとカナダのヘヤーインディア
ン社会とした。つまりこれらは，空間的に隔たっ
てはいるか，匚教育」 という概念について近代以
降の資本主義体制の枠組みの中で，互いに影響関
係にあり，一定の類似性，差違性が存在する。ま
た，匚学 び」 という概念について も中世，近世と
いう時間的枠組みの中で，互いの影響関係はない
ものの一定の類似性，差違性が存在する。
（3）教育内容としての三つの「教育（学び）」
本研究では， テーマに関わる概念から具体的な
歴史事象を抽出し，歴史学や教育学，文化人類学
の成果をふまえ，教育内容として整理した。
①近代学校の教育
匚なぜ，私たちは学ぶのか」という子どもの問
題意識に対して， まず，公教育成立期の 匚教育」
に着目する。その特徴は，国民全てに一斉的，効
率的，規範的に国民 として必要な知識，思想を教
化していくものといえる。子どもたちは，現在と
の比較を通して，共通性，差違性を発見し，現在
とのつながりや公教育を導入した日本社会の当時
の厳しい社会情勢に気付くことになる。さらに，
イギリスやヘヤーインディアン社会との比較を行
い，共通性として広い視野から国民教育の特徴を
とらえることができる。また，差違性としてはイ
ギリス社会のゆるやかな公教育制度の導入と，ヘ
ヤーインディアンの学校教育に馴染めない現状を
とらえることになる。そして，これらを通して日
本社会の近代化の歩 みやその「教育」を相対化し
てとらえることがで きる。
②民衆の教育機関の教育（学び）
次に，学校がなかった頃の教育として近世の手習
い塾の教育に着目する。その特徴は，個人の個別学
習，読書算の実用的な教育内容，落ちこぼれがなく，
競争原理のない教育といえる。子どもたちは，現在
や近代の教育との比較を通して，教育の質的な差違
に驚き，それをもとに現在の教育を相対化してとら
えることになる。また，手習い塾の増加の原因を考
えることを通して，教育が必要となった社会的，文
化的，経済的システムに気付くことになる。さらに，
イギリス社会のおばさん学校との比較を通して，民
－
衆教育 機関の教育 の特徴やそ の発展の社会的 な背景
を広い視野からとらえることができる。
③生 活や労 働を 通 した 学び
さ らに，民 衆教育 機関 がない 頃 の学 び として，
中世 の生 活，労 働を 通し た学 びに着 目す る。 そ の
特 徴 は，生 活， 労働を 通 して，生 きて い くため に
必 要な手業 や きま りの習得 とい える。子 ど もたち
は， これまで の教育 との比 較を通 して， この学 び
が失 わ れつ つあ る ことに気 付 く。 また， 学ぶ と は
人 間と して生 きてい く上 で必 要 な もので あ ること
に気 付 くこ と になる。 さ らに， イギ リスやヘ ヤー
イ ンデ ィア ン社会 と の比 較を 行い， そ の共 通性 か
ら学 びの普遍性 に気付 くことになる。 また，ヘヤー
イ ンデ ィアン社会 の 匚教 え る， 教え られ る」 文化
が ない とい う差 違性 に驚 き， 厂教育 と は何 か」 を
改 めて 考え るこ とにな る。
（4）「学び と は」 の授業 モデ ルの実 際
本研 究 で は， 以 上 の教 育 内容 を ふ まえ， 匚課 題
化 的比較 史」 の理論 に もとづい て 「学 び とは」 の
授業 モ デルを 作成 した。 そして， 富麻 町立磐 城小
学校 第 ６学 年 ２組 にお いて, 2001 年 ９月ｎ 日よ り
10月16 日にか けて全10 時 間で実践 した。
①テ ーマの 目標と実 施計画
＜ 目標＞
・様 々 な社 会 との比較 を通 して，子 ど もの勉強 に
対 す る問 題意 識を追 究す る問い へ具体化 す る。
・　匚なぜ， 私 たち は学 ぶ のか」 という問 いを， 日
本社会とイギリス社会やカ ナダのヘヤーインデ ィ
アン社会 の学 び の歴史 を比 較 し， そ の共 通点，
差違点 を 明 らかにし なが ら追 究 する。
・学 習して 獲得 した知 識を もと に， 現在 と のつ な
が りや それぞ れの学 び の意 味， そして再 度 匚な
ぜ， 私 たち は学 ぶ のか」 について 考え る。
＜ 実施 計画＞ 全10 時間
・様 々な学 び の様子 や思 い ●　●　●　●　●　●１時間
・日本 社会 の学 びの歴史 ・ ・・ ・・・ ・ ５時間
・イ ギ リス社 会 の学 び の歴史 ・・ ‥ ・ ２時間
・ヘ ヤ ーインデ ィア ン社 会 の学 び の歴 史
‥ ‥ ・１時間
・自分 の勉強 に対 する思 い と学 習 した様々 な
学 びと の比 較　　　　　　 ‥ ‥ ・１時 間
②授業 モデ ルの実践 の概 略
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主　 な　 問　 い， 指　 示 主　 な　 資　 料 実 際 の 主 な 子 ど も の 反 応
問
い
の
明
確
化
・みなさんにとって身近な勉強について資料を通
して比較しながら考えましょう。
・みなさんは勉強に対してどのようなことを思っ
ていますか。
・この問いに対してみなさんはどのように考えま
すか。
①学校で勉強するのが好き
平成10年と昭和52年の比較
②家庭での学習時間
③昭和50年頃の教科書
④1970年頃の中学生の日記
⑤小学生の1日の楽しさの
国際比較
⑥学校以外の平日の勉強時
間の比較
・昔の子どもや外国の子どもに比べると勉強を楽しく思わなく
なり， 勉強をしなくなっている
・「何で勉強しないといけないの」・「何のために勉強するの」等
「なぜ，私たちは勉強するのか」
・予想１ 厂学校があるから」予想2「社会に出て役立つから」予
想 ３ 厂いい仕事につくため」予想４「受験してえらくなる，出
世するため」予想５「社会についていくため」予想６「自分を
高めるため」予想７「社会を発展させるため」予想８「生きて
いく上で当たり前だから」
仮
説
の
検
証
・みなさんの予想を確かめるために日本の歴史を
探っていきましょう。
・学制の頃の教育はどのようなものでしょう。
・授業の様子は（体験してみよう） ？
・この頃の教育の特徴は？
・学ぶ目的は？
・なぜ，明治政府は学校を設置したのだろう？
・予想を確かめよう。
①当時の教科，教科書
②当時の授業の様子
③当時の子どもの回想
④手伝いの様子
⑤受験生の実態
⑥奉公する子ども
⑦続職人衆昔話
⑧受験生の将来
⑨木戸孝允の建言書
・学制が今の制度の始まりなんだ
・今と同じで一斉に教えている，今よりも厳しい，今よりも教
え込んでいる，今よりも子どもの態度がいい等
・国中心の教育， きびしい教育，生活や仕事を通しても学ぶ
・当然義務だから，社会に出て役立つため，出世するため
・不平等条約をなくすため，富国，強国にするため，国民を一
人前にするため
＊予想１から８が認証される
・学校がなかった頃は学ばなかったのでしょうか。
・手習い塾の教育はどのような教育でしょう。
・授業の様子は（体験しよう）？
・卒業後の進路は？
・手習い塾の教育 の特徴は？
・学ぶ目的は？
・なぜ，手習い塾が広まったのでしょう。
・予想を確かめましょう。
①入門の様子
②当時の往来物
③当時の授業の様子
④子どもたちの様子
⑤寺子屋から実社会へ
⑥手習い塾の学習内容
⑦和俗童子訓
⑧本屋と貸本屋の世界
⑨親と子の関係
＊クラスの半分が「学ばなかったのでは」と考える
・自由に入門できていいな，必要なことだけ学ぶからいいな，
自習ばかりじゃ飽きる，自分のペースできるからいいな等
・すぐに働くんだな，だから実際に役立つことを学んだんだ
・必要なことだけ学ぶ，一人一人の勉強，自由な学び
・社会に出て必要な知識を得るため
・町人の力が強くなり町人の文化が育つたから，親が子どもを
学ばせるようになったから，文字が必要な社会だから
＊予想１と４が排除される
・手習い塾のなかった頃は学ばなかったのでしょ
うか。
・この頃の学びの特徴は？
・なぜ，手習い塾が広まらなかったのでしょうか。
・予想を確かめましょう。
・日本社会の学びの歴史をまとめよう。
①三条西公條の学習
②武士 の学習
③紙芝居「宇治拾遺物語」
④この頃の人々にとっての
文字
⑤捨て子，売り子の実態
＊貴族や武士など一部の教育の存在を発見
・生活や仕事を通して自分で学んだんだな，この頃の子どもは
すごい，生きるための学びだ，これはだんだんなくなっている
・文字が必要のない社会だから，自然に学ぶだけで十分だから
＊予想８のみ認証「生きていくために学ぶ」というとらえに変容
＊クラスの約83％が総括できた，「鎌倉から現在にかけてどんど
んと勉強する人が多くなり，当たり前になっているな」
・日本の学びの歴史はイギリス社会にも当てはま
るのでしょうか。
・学校ができたころの教育はどうでし ようか。
・手習い塾の教育はどうでしようか。（おばさん
学校との比較）
・生活や仕事を通した学びはどうでし ようか。
・イギリスの学びの歴史をまとめよう。
①イギリス歴史年表（自作）
②初等教育法の概要
③学校の様子
④19世紀の工業生産
⑤オーエンの事業
⑥おばさん学校の様子
⑦当時の社会の様子
⑧働く子ども
⑨当時の文字
⑩当時の子どもの実態
＊「当てはまらない」がほとんど，「イギリスは日本より技術が
進んだ国だな」
・教科も教え方も日本とよく似ている， 日本と違って民衆の教
育への願いがあって制度が整った，「日本よりいい出発だ」
・寺子屋と同じで必要なことだけを学ぶ，時間なども自由，寺
子屋より教えている，寺子屋と同じで，勉強が必要な社会にな
り，本も増え，子どもを勉強させるようになったから広まった
・イギリスも一部の人の教育がある，民衆は日本と同じで，生
活や仕事をとおして学んでいるな，社会の様子も似ている
・約70％が総括，「どの国もだんだん教育すべきとなっている」
・日本の学びの歴史はヘヤーインディアン社会に
も当てはまるのでしょうか。
・学校ができた頃の教育はどうでしようか。
・手習い塾の教育はどうでしようか。
・生活，仕事を通した学びはどうでしようか。
・ヘヤーインディアンの学びの歴史をまとめよう。
①ヘヤーインディアンの歴
史年表（自作）
②学校教育の概要
③紙芝居「学校の様子」
④カナダのインディアン政
策の概要
⑤一人で生きていくための
学び
＊「当てはまらない」がほとんど，厂うさぎを食べるなんてびっ
くりした」
・学校での教育は日本とほとんど同じ，なぜヘヤーインディア
ンの子どもは先生に聞かないのかな？
・寺子屋のようなところはないんだ
・日本と同じだけど， ヘヤーインディアンは教え，教えられる
という考え方がないなんて驚きだ
＊約100% が総括，「ヘヤーの人の方がえらいのではないかな」
自
己
の
相
対
比
・なぜ，三つの社会に共通点や差違点があるので
しょうか。
・今の教育とつながる教育はどれでしょう。
・それぞれの学びの意味を考えましょう。
・「なぜ，私たちは勉強するのか」を考えましょう。
①これまでのワークシート ・日本やイギリスは機械化し，工業が発達している，文字によ
る文化や商業も発達している，でも，ヘヤー社会は狩猟中心の社会で社会の様子が違うから
・学校ができた頃の教育で今の教育の形が整えられたから，寺子屋の教育で先生に教えてもら
う形の最初で読書算など勉強の基礎を学ぶから，おばさん学校の教育で理由は寺子屋の時と同
じ，生活や仕事を通した学びでここでも学んでいるから，「今とつながっていてすごいなあ」
・学校による教育→様々な勉強ができみんなで学べるのがいい，一斉だとわからなくなる，自
分のペースでできない，教えられすぎ　寺子屋，おばさん学校の教育→必要なことだけ学び，
自分のペースででき，自由でいい，効率が悪い，物足りない　生活，仕事を通した学び→こう
いう学びも大切，自然でいい，この頃の子どもはすごい，世界，知識が狭い，厳しい学びだ
＊授業後の感想に自分の考えを書かせた
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IV　 課題化 的比較 史 の理論 の検証
本 研 究 で は， 授 業 モ デル の 実 践 結果 を ふ まえ
「‾課題化的比較史」の理論 の四つの意義を検証 する。
１．子 ども の問題 意識 の課題化
第 １時 で は，「な ぜ， 私 た ちは 勉強 する の か」
の問い に対 して，学 級全 て の子 ど もが自分 なり に
答 えを見 つ け出して い た。 つ まり， この時点 で子
ど もたちは， こ の問 い に対 して納 得 してし まって
い た といえ る。 だが， この学習 の結果， 子 ど もた
ちに変容 が見 られ た。 Ａ児 を例 に検証 して みる。
第１時の感想「世 の中 について ゆくために勉強する。」
第 ５時の感想 厂必要な知識だ け勉強してい るこの頃 （寺子 屋
が広まった時代） といろいろな知識を勉強 する現在，ど っち
がいいのかな。」
第10時 厂勉強と は何か という質問が最初に出され私 は，世 の
中についてゆくためと書いたけど， 昔や外国 と比べ るとちが
う答えが たくさん出てきてどれが本当 の答えか分かりません。
で も， これから中学へ行っていろいろな歴史を学ぶか らそ れ
からで も考えてい けばいいと自分では思って います。」
Ａ児 は，問いに対する考えが学習が進むにつれ
て揺さぶられ，最終的にこれからも考えていく課
題 へと高まった例といえ る。学級全体では，厂ま
だ，わからない」と書いた子どもが半分になった。
答えを見出した子どもの中では，学習した知識を
もとに試行錯誤したり，匚生 きていくため」 とい
う考えに変容したりする者が多く見られた。また，
その答え も現時点で はこう考えるという意味合い
のものが多 かった。つまり，匚子どもの問題意識
の課題化」について は，その有効 欧を示すことが
できた。
２。世界史的視野の育成
世界史的視野の育成について，子どもの感想や
つぶやきから検証してみよう。
第 ７時，第 ８時( イギリス社会との比較)
｢どの国も同じく自分の国を一番 にするため教育 してい る。｣，
｢学校 という ものはど この国で も大切な ものな んだな。｣，｢ ど
の国 もだんだんと教育 すべきだというよ うにな っている。｣
第 ９時( ヘヤ ーインディアン社会 との比較)
｢や っぱり， ど の国 も義務教育 になってい る。｣，｢‾ど この国
で も生活，仕事を通し た学 びか ら学 校で の教育 に変 わってき
ている。｣
これは，外国との比較による広い視野からの歴
史的変遷の見方の例である。
第 ７時（イギリス社会 との比較）
「イギリスの方 がいい出発をしているので は。」（ イギリスの
義務教育制度 の社会的な背景を学習して）
第 ９時 （ヘヤーインディアン社会との比較）
厂ヘヤーインディアンの人は，他国の人よりえらいので は。」
これらは，外国との比較を通して，日本社会を
相対化してとらえようとしているものである。つ
まり，広い視野からの歴史的変遷の見方や複眼的
な見方の育成は，その有効性を示すことができた
といえる。しかし，今の教育とのつながりを考え
た際に，イギリスの近代学校の教育とのつながり
を指摘できなかったように，まだ十分な世界史的
視野の育成にまでは至っていない。
３。歴史的視野と自己を相対化する視野の育成
まず，自己を相対化する視野について，子ども
の感想やつぶやきから検証してみよう。
第 ３時「昔の授業の様子がよくわかった。今 はそんな にきび
しくない ので 驚いた。」，「今 は国が 中心とい うことはないか
ら， 外国とうまくや っていけるのだろう。」
第 ５時「寺 子屋は学校と違って，自分のペ ースで自由で競争
もない。反対に， 自分 のペースの方 がわかりやすいと思う。」，
「寺子屋 はわからないま ま進むことが ないので， すごくいい
と思う。今 もそうだ ったらいいの に。」，「自習 ばかりだと飽
きてし ま う。 や っぱり先生 に教え て もらう方が 理解 しやす
い。」，「昔 の人 は様々な目標を もって勉強しているん だな。」
第 ６時「私 なら絶対 に生 きられない。」，「今 はあ んまり手伝
わないか らちゃん とく らしていけないんだろうな。」
第 ９時「ヘヤ ーインディアンの子どもはとて もたくましい。」，
「もし，私か教えて もらえないなら何もわからないと思 う。」
これらを見ると，学習した歴史的事象と自分や
今の社会，教育と比較しそれを相対化しようとし
ていることが窺える。つまり，歴史の中に自分を
位置付け，歴史を通して自分を，今の社会を認識
しようとしている。そして，その中で，自分の見
方，考え方を振り返る姿も見られる。それが自然
な形で行われているのである。以上のことから。
自己を相対化する視野の育成については，その有
効性を示すことができたと考えるＯ
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一方，歴史的視野 は，果たして子どもたちが，
自分の予想を確かめるために歴史を見つめる必要
性を感じるところまで高められたのか疑問である。
やはり，それをより具体化するためには，年間を
通した学習が必要であろう。
４。比較史（比較）という学び方の習得
子どもの歴史的事象を見る考え方として，
第 ７時のイギリスの学校設置 の社会的背景を考え た際の
「共 通点 が多 いので 日本 の時 と同じだ と思う」という考え方
第 ８時のおばさん学 校の広がり の社会的背景を考え た際の
「寺 子屋の広がりと同 じような原因だ と思う」という考え方
の よ う に ， 比 較 史 的 な 思 考 を す る 子 ど も の 姿 が 見
ら れ た 。 ま た 。
第10時 匚自分の予想とはずいぶんかけはなれていたように思う。」
と い う 感 想 の よ う に ， 予 想 を 確 か め る 方 法 と し て
の と ら え も 若 干 見 ら れ た 。 し か し ， ま だ 習 得 の 段
階 に ま で は 至 っ て い な い 。 こ れ も 年 間 を 通 し た 学
習 の 必 要 性 を 感 じ た 。
一 方 ， 共 通 性 ， 差 違 性 の 発 見 と い う 広 い 意 味 で の
比 較 と い う 学 び 方 に つ い て も考 え て み た い 。 実 践 の
結 果 ， 国 内 の 歴 史 的 事 象 の 比 較 は も ち ろ ん ， 外 国 の
歴 史 的 事 象 と の 比 較 も 行 う こ と が で き た 。 さ ら に ，
自 然 に 今 の 社 会 や 教 育 と の 比 較 や 今 の 自 分 と の 比 較
も行 う こ と が で き た 。 こ れ は ， こ の 理 論 に お い て ，
比 較 の 対 象 ， 比 較 の 基 軸 と な る 知 識 ， 情 報 ， 主 体 ，
比 較 の 意 図 が 明 確 で あ っ た た め と 考 え ら れ る 。 つ ま
り ， 広 い 意 味 で の 比 較 と い う 学 び 方 の 習 得 に つ い て
は ， そ の 有 効 哇 を 示 す こ と が で き た と い え る
Ｏ
Ｖ　 今後の課題
「‾課題化的比較史」 の理論を構築し，それにも
とづいたカリキュラムの開発，授業構成，授業モ
デルの実践を通して，本研究のねらいの一つであ
る子どもと歴史をつなぐことはある程度達成でき
た。一方，歴史を学ぶ意味（歴史を学ぶ意味とは，
現在の問いを歴史を追究することを通して見出す
ことにある）は， この段階ではまだ十分な実感を
もたせることができなかった。しかし，授業実践
を通して，子どもたちは，獲得した歴史認識をも
とに漠然とした問題意識をこれからも考え続ける
課題へ高めることができたと評価している。つま
り，小学校の歴史学習では，例えば，匚学ぶとは」，
匚家族とは」，「‾国家とは」 という概念を獲得す る
だけでなく，それらを課題化することも大切なの
ではないか。そして，それを問い続けることがで
きれば，そこに真の 厂学ぶ意味」を子どもたちが
見出すであろう。その意味からも，さらに授業 モ
デルの開発と実践を通しての検証を行い，理論 の
強化を図る。そして，子どもと歴史をつなぎ，学
ぶ意味を実感できる小学校歴史学習を具体化する
ことが今後の研究の課題となる。
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